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体温の調節機能が十分発達していないにもか

かわらず、代謝が活発な乳児・幼児は、脱水

を起こしやすいので、特に注意が必要です。 

 

皮膚トラブル増えてきます 

とびひ 

感染してジクジクした湿しん（とびひ）が出来

ます。早めに受診・診断を受け、抗菌剤等の塗り

薬が治療の近道です。感染拡大防止の観点から保

育園では、患部はガーゼの保護をお願いしていま

す。覆えない場所（顔など）やガーゼをすぐとっ

てしまうような場合は、登園を控えて頂きますよ

うお願いします。とびひはプール・水遊びできま

せんのでご理解お願いします。 

 

やけど、虫刺され 

虫刺され、花火の火傷で水膨れができる時があり

ます。水膨れができた場合も、ガーゼ保護して登園

お願いします。 

※ガーゼ保護での登園時には、予備のガーゼ･テー

プをもって登園してください。 

7 月 感染症情報 

手足口病 

 口の中にぽつぽつが出来て痛みのために飲んだ

り食べたりするのが嫌がります。半数の子は熱を伴

います。その後手のひら足の裏に赤っぽい水ぶくれ

ができて痛みます。原因となるウイルスが複数ある

為、何度もかかる可能性があります。 

☆登園再開の目安 

・発熱から熱が下がって 24 時間以上が経過 

・普段通りの食事が出来る 

中耳炎 

 中耳炎は、鼓膜の奥にある中耳腔の粘膜に炎症が

起こる病気です。子供は耳管が大人よりも太く短く

水平に近いため、鼻や喉の細菌・ウイルスが中耳に

入りやすく、感染しやすい構造になっています。 

※市内ではヘルパンギーナ、手足口病、溶連

菌が流行っています。手洗い、十分な休息を

とって対策を行いましょう。 


